


＜記録を取る＞ 

① 記録と記憶の違い 

・記録は、何かにメモを取る 

・記憶は、頭で覚える 

→覚えるということは、限度がある。そのため、記録 

を取る（練習日誌等をつける）ことは、大切。 

 

② １０，０００時間＝１０年 

世界のトップレベルで活躍する人（ピアニストやスポーツ選手）の共通点は、連続し

た１０年間で累積した練習時間が１０，０００時間を超えているということ。 

※１日平均２時間４０分 

 

③ １０年後の日記 

１０年後の１２月２０日の水曜日に自分たちが何をしてるか考える。 

→１０年後にどうなっているかではなくて、どうなっていたいかの理想を考える。 

その理想を目指すために今の自分が間違っていないかを考える。だからこそ方向修 

正ができる。 

  

１０年後は変えれないが、今日は変えられる！ 

だからこそ、時間のマネジメントや記録を取るということがとても大切！！ 


